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Resources

【日本の産業界への期待】

【背景】

【研究内容】

【期待される研究成果】

モンゴルには、褐炭、瀝青炭、オイルシェール、原油といった天然の炭化水素資源が豊富に存在し、石炭は約1,730億トン以上と推定されている。現在、
モンゴルでは、調査された200の石炭鉱床のうち約50の鉱床が利用されている。我が国には膨大な石炭資源があり、石炭産業は急速に発展した。国内総
生産に対する石炭産業の比率は他の産業分野を大きく引き離している。しかし、石炭産業は、主に原料炭の輸出収入に関連している。さらに、低品質の
石炭（褐炭）はモンゴルの石炭鉱床の中で最も多くの資源を占めているにもかかわらず、その利用は不十分で貧弱なレベルにとどまっている。褐炭は熱
量が低くかつ水分が多いため価格が低く、原料炭と同じように扱うことはできない。一方、モンゴル国内では、褐炭を火力発電所や熱源として利用され
ているが、同時に深刻な大気汚染を引き起こす原因として挙げられている。そのため褐炭をガス化して非集中暖房地域に住む人々にクリーンなガス状燃
料として供給することが計画されており、実現できれば、モンゴル国内だけではなく、近隣諸国にも供給できる可能性がある。他方、自動車の燃料であ
るガソリンはすべて近隣諸国から輸入している。モンゴルは天然資源である原油を海外に輸出しているが、ガソリンの海外依存はモンゴルの経済にマイ
ナスの影響を与えている。この状況は、自国でエネルギーや燃料を効率的に生産する独自の技術が十分に開発されていないことを示している。本研究で
は、無煙燃料、ブリケット、合成液体燃料、ガス燃料などクリーン燃料を精製する技術・プロセスを研究し、モンゴルにおけるクリーンエネルギーとそ
の技術開発に貢献することを目的として行っている。

 エネルギーや天然有機資源を利用したクリーンエネルギー開発技術

 日本で開発に成功した石炭の複合ガス化複合サイクルは、モンゴルのエ
ネルギー分野において重要である。

 日本の技術を移転し、クリーンなガス燃料をわが国に導入することは重
要である。クリーンエネルギー技術の開発に関する協力は、近年のモン
ゴルの経済・エネルギー状況の改善に役立つ。モンゴルの天然有機資源
をベースにした新しいエネルギー技術を開発して、日本の産業界と協力し
ていきたいと考えてる

 モンゴルの天然有機資源を利用したクリーンで効率的なエネルギーの製
造技術の研究開発

 モンゴルの褐炭をクリーンな燃料や化学物質に変換するための新しい技
術的手法の開発し、開発した技術および知見の知的財産権を取得する
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研究 1.環境に優しい炭素資源の熱プロセス

•触媒を使ってリグナイトを合成ガスと水素に変換し、ク
リーンな燃料合成と再生可能エネルギー源として利用
する。

研究 2. 資源エネルギー・環境保護
•クリーンな液体燃料を調製するための石油製品の水素
化処理、アップグレード、および水素化分解

研究 3. クリーンエネルギープロセスにおける新触媒開発

燃料電池システムにおける選択的酸素還元のた
めの希土類ペロブスカイト触媒の設計

触媒を用いたCO/CO2水素化による
合成ガスの生成

モンゴルの重炭化水素資源を利用したクリーンで効率的なエネルギー開発技術
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